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Summary: 
Recently in Japan, increasing numbers of art projects involve local communities.  
Some of these art projects focus on the development of regional identity and promotion 
of regional culture.  The way in which art projects can promote regional arts and 
culture is surveyed in the case of the Sasebo Art Project. 
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要旨：  
近年、日本国内において多くの｢アートプロジェクト｣が展開され、地域社会と連携し、
活動している。これらの活動の多くは、地域の文化的特性を形成することや、地域におけ
る文化振興の役割を担っている。本報告では、アートプロジェクトが、文化芸術振興に果
たす役割をさせぼアートプロジェクトの活動を事例に概観する。 
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１．アートプロジェクト隆盛の背景と特性について 
 近年、日本では、多くのアートプロジェクトと呼ばれる活動が実現している。その発生
と要因には、多くの背景が存在する。アートそのものの変化として、アーティスト個人の
アトリエでの孤独な制作が変化し、社会との関係性を重視し、外部を巻き込むプロジェク
ト化された制作形態をもったアートが発生してきたこと。阪神淡路大震災を契機に拡大し
た市民のボランティア活動が、アートや文化領域にも進展し、市民参加を重要な要素とす
る多くのアートプロジェクトの原動力となり、さらに特定非営利活動促進法の成立（平成
10 年）によって多数のアート NPO ができたこと。文化芸術振興基本法の成立（平成 13 年）
にみられるような文化政策の進展や、都市政策の分野からの都市活性化に文化芸術の創造
性は不可欠であるとする考え方が出てきたことをあげることができる。 
 こうした背景から進展したアートプロジェクトには、個々に特性と異なるミッションが
存在する。もっとも注目を集めるのは、大型の国際展で、近年の事例をあげれば、瀬戸内
国際芸術祭（2010 年）、BEPPU PROJECT の混浴温泉世界（2009 年、2012 年開催予定）、
越後妻有トリエンナーレ（2000 年より開催）などがある。こうした大型の国際展は、行政
が主催の一端を担う場合もあり、また多額の助成や援助を助成財団、行政、企業から得て
いる。大型のアートプロジェクトは、多くの観客を動員し、その経済波及効果が計られ、
地域活性化とまちづくり、アート・ツーリズムの進展という視点からも、地域社会に影響
をあたえている。また、この 3 つのプロジェクトは、数年おきに開催される国際展である
 という共通点をもっているが、何より、地域の文化的、地理的特性と不可分に結びついて
いる点は、近年になって開催される国際展の特徴であると指摘できる。 
 一方で、多くのアートプロジェクトは、もっと小さな形態で運営され、地域市民の中か
ら生まれ、支持され、市民により運営されている。そして、これらもまた、地域社会への
視点を重視しているものが多い。 
２．事例１：アートポート SASEBO 
 アートポート SASEBO は、文化庁の「文化芸術による創造のまち」支援事業の助成を得
て、2 年にわたって実施された。この支援事業の「大学と地域との交流・連携の促進」の枠
で採用されたもので、実行委員会は、佐世保市、佐世保地域文化事業財団、長崎国際大学
から参画し、さらに地元アーティストが加わった。主な事業は、地域文化リーダー育成講
座とワークショップで、市民、学生の参加を得ることができた。しかし、参加者が限られ
ていること、育成講座の参加者が、その後どのように、その学習を生かすことができたか
など、課題は多かった。2 年目のワークショップは、宇久島で開催され、地元の小中学生の
参加を得た。島民と同じ数の風ぐるまをつくり、宇久の風を感じるというコンセプトの作
品を共同制作し、島の子どもたちにとって、島の特性を理解することにつながり、なおか
つ、出会いの機会の少ない現代アートに触れる機会を提供することができた。 
３．事例２：させぼアートプロジェクト 
させぼアートプロジェクトは、佐世保市の「文化のひとづくり支援事業」の助成をえて、
2009 年より開催されている。実行委員会に参加しているのは、文化施設職員、地元アーテ
ィスト、大学教員などである。展示事業、ワークショップ、ライブ、アートツアーなどの
多種類の事業を実施している。特に、ワークショップ事業は、「ひとづくり」の視点から、
毎年実施されている。2010 年に小学高学年を対象として開催されたワークショップは、世
知原の町を歩きながら、アーティストの視点で、まちをとらえ、スケッチノートを制作す
るというもので、地域の特徴を発見して歩くということと、制作とを結び付ける試みであ
った。また、12 月には、現代アート作家の稲垣元則の作品展示と、現代音楽ユニット.es
のライブを実施、域外からのアーティストの招聘を行い、佐世保地域では、数少ない本格
的な現代アートを紹介する役割を果たした。 
４．課題と展望  
 事例に挙げた 2 つのプロジェクトの実施の中から上がってきた課題のうち、ここでは、3
点を列記しておきたい。①キュレーターないしは、アート・マネージャーの存在の重要性、
②実験的なものや評価の定まっていないコンテンポラリーアートを市民にどのように伝え
ていくか、③市民参加のあり方、である。専門的な立場で全体をマネージする人の存在が、
企画の質を保つためにも不可欠であるが、社会的には、その仕事はまだ十分に認知されて
いない。同時に、多くの市民の参加をえるためには、アートをわかりやすい形で伝えるこ
とも必要であり、その観点からも、市民に伝える立場の企画者としてのキュレーターの存
在もみえてくる。しかしなによりも、こうしたプロジェクトの継続に最も重要であるのは、
企画者の独りよがりに陥ることなく、市民の参画を得て運営されていくことであり、地域
の支持がなくては成立しえない。 
